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長野1998パラリンピックからいまを振り返って
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お気軽にマネてください。

この「パラスポーツ観光旭川物語」は、
旭川でパラスポーツに関わる仲間たちが、貪欲に先人か
ら学び、取り組み続けた実録です。
教えてもらい、マネたことの公開版です。

同意と共感いただけましたら、お気楽にマネて繰り返し
てもらい、さらに、お知り合いの方々にも広めていただけ
れば嬉しく思います。

より具体的な詳細は下記ＵＲＬ「車いす紅蓮隊ブログ」
に２００６年から記されてますのでご利用ください。
http://kurumaisugurentai.net/

そして、いつでもお気軽にお声がけください。。。

http://kurumaisugurentai.net/


■旭川物語 序章

※これより前も、三笠宮寛仁殿下との関わり、障がい者
のスポーツ参加、特にスキーの普及に取り組んでいた。

・1998年長野パラリンピックでは、

アイススレッジホッケーに永瀬、クロスカントリースキー知
的障害クラスに鷹栖養護学校出身の安彦、篠原が出場。
（安彦は銀、篠原は銅と、日本のパラリンピック史上初の
１０歳代のメダリストとなる。）

※中１から鷹栖養護

学校で２人の担任だっ

た今野征大は、彼らの

スキー指導に情熱を

注いでいた。



■旭川物語 序章 ～クロスカントリースキーの流れ～

・長野1998パラで取り組んだクロカンスキー指導を継続し

、日本代表が旭川合宿する年末年始に合わせ障がい者
クロスカントリ―スキーフェスタを継続して開催した。

・障がい者ノルディック日本チームを応援すべく旭川市民
有志に呼びかけ、ソルトレイク2002、トリノ2006パラリンピ
ック出場者の壮行を実施した。



■旭川物語 序章

※仲間たちの輪が広がり、内外のパラアスリートをはじめ
とする障がい者への理解が進行した。

この交流から街中にも、地域の車いす利用者が一緒に企
画設計段階から参加したＵＤ居酒屋がオープンする。

（もめんどき
旭川市３条６丁目昭和通）
続けて開店した、グループ
各店でも整備された。



そのころ、アジア代表としてトリノ2006パラリンピック出場を決めた
旭川在住のアイススレッジホッケー日本代表メンバー永瀬充選手か
らパラリンピック代表メンバーには国等からの遠征費支援がないと聴
き、障がい者スポーツを応援する気運が徐々に広がり始めた。

●2005年（平成17年）11月19～23日 地域異業種交流グループの
呼びかけでこの日本代表選手を選抜する合宿を旭川へと招致・運営
合宿の約一ヶ月前ながら、地元異業種交流企業、大学、福祉団体、
ボランティアなどの連携で盛り上がり、最終日のエキシビジョンマッチ
には、1,000人超の観衆が大雪アリーナに集まり、声援を贈りました。

この時、お世辞かもしれないが、合宿招致・運営を共にサポートしてく
れたアイスホッケー関係者から、「実業団のゲーム以上に賑わった」
と聴かされた。

■旭川障がい者スポーツ振興支援会のはじまり



旭川から世界へ
トリノ2006パラリンピック出場を決めた永瀬充選手を応援

「異業種交流会」等で積極的にPR

一緒に応援する企業経営者らによって

「旭川障がい者スポーツ振興支援会」が立ち上がる

■旭川障がい者スポーツ振興支援会のはじまり

そして、そこに今野征大先生がこれまで取り組んだクロスカント
リースキーの流れが当然のように加わる。

車いすテニスプレイヤー 二條実穂さん
車いすピアニスト 山崎理恵さん もここでの出会いから交流が
始まった。



2006.04 「旭川障がい者スポーツ振興支援
会」が主催するトリノ2006パラリンピック写真展で展示
会場担当スタッフとして参加

■障がい当事者の活動 車いす紅蓮隊のスタート



■タウンウォッチン
グ

車いす紅蓮隊



■旭川の冬の新しい取り組み ＡＷＣ旭川ウィンタークラシック

～旭川と近隣で行われる

冬のユニバーサルスポーツを

支援する取り組みです～

観光・コンベンションや

国際交流などの観点からも

大変意義深く、

地域あげての開催を目指します。



※ その一例として、あさひかわ雪あかりと連携して進めています。



■スポーツ大会・合宿の誘致と滞在交流型観光

●障がい者スポーツ活動と地域つくり

●滞在・交流型観光の受け入れ体制つくり

障がい者スポーツ交流を地域つくりの軸とすることで、
その、交流を重ねるごとに、
滞在・交流型観光受け入れで求められる対応ノウハ
ウが蓄積され、より向上する。



2008 ジャパンパラリンピック
冬季競技大会を招致



2008 アイススレッジホッケー世界大会in旭川
中北浩仁理事長から学ぶ準備会を繰り返し開催



2008 アイススレッジホッケー世界大会in旭川
世界三強のカナダ、アメリカ、ノルウェーが参戦









リフレッシュ休暇時の観光メニュー開発



■バリアフリー観光の取り組み ～トリノ2006パラの余韻から～

平成18年(2006)度経済産業省のサービス産業創出支援事業を企画提案・受託

障害当事者自らがプロデュースする

「ユニバーサルな体験交流型旅行商品」の提案・提供

コンソーシアム名「雪の中でもてなし隊・大雪」



■滞在体験観光受け入れのためのホテル調査

①車いすユーザーは、「バリアフリールーム」でなければ使えない
と思われていた。

②「車いすユーザーの対応は大変」というイメージがあった。

駅前の某ホテル入口の階段下にインタホーン設置を提案しました。



■イベント仮設の身障者用トイレ・誰でもトイレ企画制作

①障がいへの対応と言っても、一人ひとりの障がい症状が違う。

②冬季屋外イベントで暖かいトイレがない。

③当事者目線を求められて設計から制作まで一緒に参加しました。

制作後に、旭川屋、大雪さんろく祭り、あさひかわ雪あかりで活躍。



■体験メニューの調査・アクティビティ企画開発



■雪道の移動が大変・・・対応用具の開発

介助用・日常用自走車いす・電動車いす

重心の位置、つくりが大きく違い危険性も違う

前輪が段差や雪、砂利道ににひっかかる。



■小さな段差でもつまづく



■快適AQUROの開発

快適AQURO 直径の１／３超えの段差は支障

①車いす自走者は、ウィリーといって、前輪（キャスター）を
浮かせて乗り越える技術あり

②介助車はキャスターの前に大きな車輪をつけて容易に移動
(快適AQURO)



■開発した体験メニューでトライアルツアー実施

企画開発した冬のバリアフリーアクティビティを体験

旭山動物園・あさひかわ雪あかり・旭川冬まつり

雪像つくり・風船キャンドルつくり・犬ぞり等々

道外の障がい者スポーツの仲間たちが雪あそびを体験



■新たな出会いの場

トライアルツアーでは、

障がい者スポーツに関わる方達に来ていただきました。

車いすラグビー・車いすバスケット・車いすテニス など

道外の障がい者スポーツの仲間たち

トライアルツアーに参加した

車いすテニス日本代表コーチとの出会いがきっかけで

車いすテニスの二條実穂さんが「プロ選手としてパラリン
ピック出場」を目標に、旭川から新天地の横浜へ引越し。



■2005 異業種交流会での出会いがきっかけ
難病にかかり車いすテニスを行っていた山崎理恵さん

障がいを負う前は、郵船クルーズ「飛鳥」のプロピアニストとして活躍

異業種交流の出会いでそのことを知った旭川市の企業群がプロ再起の対応機
器開発試作を申し出

踏めない足元のペダルを口で操作する「ピアノペダルアシスト装置」を試作して、

再び2008年に、車いすピアニストとしてプロ活動を再開（開発機器の試演会とし
てリサイタルを開催）、全国各地および、韓国コンサートを経て、2010パラリンピ
ック前年のバンクーバー決戦へと進出した。



■2009年 第2回国際障害者ピアノフェスティバル

金 賞 受 賞

カナダ バンクーバー大会



■バンクーバー2010パラリンピック

アイススレッジホッケー
旭川から三選手出場

永瀬・三澤・伊藤
日本代表が銀メダル獲得



■バンクーバー2010パラリンピック

クロカンスキー日本代表 荒井
監督(旭工高卒)を激励！

現地へ、ニッポンマンと

応援団を派遣



「誰にもやさしいイベントを目指して」



■車いす目線 写真で情報発信



■誰にもやさしいまちづくり

●障がいの有無に関わらず、みんなが楽しめるイベントづくり



■利用しやすいように。



■広がる誰にもやさしいイベント



■広がる誰にもやさしいイベント



■広がるパラスポーツ



■仲間の活躍



■旭川の情報を発信

先人が切り拓いてくれた土壌の元で、長野パラリンピック
頃からこれまで活動を継続したことで旭川は、

障がい者スポーツのサポートが熱いまちになってきました。

いまは、様々な団体が連携し、

地域一体で滞在体験型の

「パラスポーツ観光」受入に取り組んでいます。





2015IPCクロカンスキーワールドカップ旭川大会
が遺(のこ)してくれたもの(レガシー)

私たちがＩＰＣワールドカップ旭川大会の招致段階から明言し、
実際に開催して達成したレガシー

①「地域の障がい当事者」による運営と競技への参加。

②「旭川医科大学」の
クラシファイヤー(クラス分け資格)をはじめとする、
「国際レベルの障害者スポーツサポート」体制拡充と連携強化

③合宿などの国際誘致につなげる
「地域一体」の受け入れノウハウ獲得と体制構築









Ｖ ボ ー ド 制 作



車いす陸上等他の競技から
冬のシットスキーにチャレンジ

国内で国際大会を開催するメリットとして



記念ピンバッジも制作



大活躍のボランティアスタッフ



雨竜高等養護学校、藤高校などからも大会運営に参加してもらいました

世代間交流の場として



地域の若者たちと共に
様々な団体や個人が
運営の応援に参加してくれました

地元はもとより、

北海道内外からも駆けつ
けてくれた応援団。



旭川大会は大成功！！
アジア初の障がい者クロカンスキーワールドカップですが、
これまでの世界中の開催地と比較して、「旭川独特の取り
組み」がたくさんありました。



終了後の報告会 レースの前走で参加した地元の高校生、若
者たちも参加して、それぞれが報告し合って、交流を深めました。



旭川大会後の増える写真展 開催



その後の活動報告会 交流を活発化させる取組



■旭川の企業や市民団体で「合宿受け入れ」をサポート

ウィルチェアラグビー日本代表候補
旭川強化合宿招致受け入れ
旭川冬まつりと合体(ＡＷＣ)



■旭川の企業や市民団体で「合宿受け入れ」をサポート



旭川医科大学の取り組み

旭川医科大学は地域と連携し、国際レ

ベルのパラスポーツ支援体制を充実させ、

地域のパラスポーツ活動や、国際的な合

宿招致、競技大会をフォローします。



スポーツ医科学研究委員会

目的 ： スポーツ医科学研究の推進と社会貢献

2014年11月設立

スポーツ医科学研究 ・ 教育 ・ 普及 ・ 啓発

障がい者スポーツへの取り組み充実

その他スポーツ医科学に関すること



現場での選手サポート

IPC国際クラシファイアー資格医や、障がい者スポーツ
医も多数存在し、支援体制の整備に取り組んでいます。

障がい者スポーツのサポート

・車いすバスケットボール ・車いすフェンシング

・車いすカーリング ・パラノルディックスキー

・パラアイスホッケー ・車いすテニス ほか

国際競技大会サポート（大会ドクター ドーピング検査補助など）

競技団体サポート 全日本女子バレーボールチーム

旭川実業高校女子バレーボール部

旭川商業高校女子バレーボール部など



国際クラシファイアー資格取得
IPCパラノルディックスキー

佐々木 祐介
所属 旭川医科大学

国際レベルの競技大会や合宿を
招致し易くします。



雪が無い沖縄でも
次世代のスキーアスリートを養成



雪が無い沖縄でも
次世代のスキーアスリートを養成2



フルシーズン シットスキー動画



雪が無い沖縄でも
次世代のスキーアスリートを養成3



2030共生社会実現に向けて
次世代の交流を推進

ローラーシットスキー部とクロカン
スキー少年団の合同練習を開催

何度か繰り返して、雪上シーズンには笑
顔で声を掛け合う仲間に成長して欲しい
と願ってます。



番外編
ニッポンマン パラサポ乱入




